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＜点 鐘＞ 会長 永家 将嗣 

＜ロータリーソング＞ それでこそロータリー 

＜四つのテスト＞ 

＜ゲスト＞ 青少年交換留学生  

ヴィクトリア・アン・マチセンさん 

 

＜会長の時間＞ 会長 永家 将嗣 
 

皆さんこんにちは、6 月はロータリー親睦活動月間です。

私もそうですが日本のロータリアンは、これをクラブにお

ける親睦活動と混同、誤解をして本来の意味を理解してい

ない方が大勢いるようです。 

ロータリーは親睦と奉仕の両輪で動いています。ここで言

う親睦の意味は単にクラブに関してのみ限定されるもの

ではなく、世界中のロータリアンと友情と親交を深めるも

ので全ロータリアンを対象とした親睦活動であります。そ

してロータリー奉仕活動は RI の国際奉仕部門における常

設プログラムです。 

始まりは 1928 年にエスペラント語に関心を持ったロータ

リアンが集まったことがきっかけとなって始まり、1993

年にはロータリー趣味・職業別親睦活動となり 2000 年

10 月、RI 理事会は 6 月を「ロータリー趣味・職業別親睦

活動月間」と名付け、2002 年 1 月 1 日から「ロータリー

親睦活動月間」と改めました。しかし趣味の同好会的活動

や職業による同業者的活動と目的別のボランティア活動

の 3 つが入った組織でしたので、2005 年理事会で見直し

を図り「世界ネットワーク活動グループ」という形で位置

づけられ 64のグループが RIに登録されています。 

活動としては例えば、カヌーを楽しむロータリアンの国際

親睦グループは汚染された川の清掃活動や、コンピュータ

ー・ユーザーであるロータリアンの国際親睦グループは電

子メディアの使い方について、ロータリアンや地元の人々

の為に研修会を行っています。また「ジッパー・クラブ」

と名乗る心臓疾患を克服したロータリアンの国際親睦グ

ループは、心臓疾患を持つ恵まれない子供たちの命を救う

手術の援助をしています。このようにロータリー親睦活動

月間というのは自分たちの趣味や仕事などを生かして、国

際的に人々に喜んでいただける活動を重点的に行う月で

あることをご理解ください。 

＜幹事報告＞ 幹事 高原 清人 
 

○国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

 ・財団室ニュース 6月号 

 ・2015-16インターアクトクラブ活動計画書 

 ・ローターアクトクラブ 4月活動報告書 

 ・ガバナー月信発行に対しご協力のお礼 
 

＜高山市民憲章推進協議会より＞ 

 ・高山市民憲章推進協議会表彰決定について 
 

＜高山市青少年育成市民会議より＞ 

 ・平成 27年度少年の主張コンクール」開催の 

出役の依頼 

  日時：6月 21日(日) 

  会場：高山市民文化会館 小ホール 

 

＜本日のプログラム＞  

社会奉仕委員会 谷口委員長 

 

 

 

 

 

＜卓話＞ 福祉作業所の現状と今後の課題 

NPO法人 さんしょの会 

施設長 道添 健太郎 様 
 

こんにちは、ＮＰＯ法人さんし

ょの会きららハウスの道添と

申します。 

本日はこのような貴重な機会

を与えてくださり、誠にありが

とうございます。 

これからきららハウスの紹介や、今日一緒にパンを作り、

販売に参加してくれている仲間達の日頃の思い等を聴い

て頂けたらと思います。よろしくお願いします。 

26 年前、今は飛騨特別支援学校という名前になりました

が、当時の養護学校に通っていた生徒さんとその御家族、

そして有志の先生方、その他の支援者が集まって余暇活動

◆会長  永家 将嗣   ◆幹事  高原 清人   ◆会報委員長 岩垣津 亘  ◆会報担当 田中 雅昭 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1048 回 
55 名 53 名 46 名 － 86.79% 

前々回 

1046 回 
55 名 53 名 26 名 15 名 77.36% 

＜出席報告＞ 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2014～2015 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「心に響き 心に残り そして心が熱くなる」 
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や学習会などを行う「ＮＰＯ法人さんしょの会」の前身の

団体が立ち上げられました。 

そして 12年前に、「自分たちの子どもが学校を卒業した後、

地域の中で心豊かに、人間らしく働ける作業所を作りたい」

という願いから、寄付金やバザー等で焼きそばを販売した

りして作った資金を元に、無認可の小規模作業所としてき

ららハウスを立ち上げました。現在は立ち上げた当初の障

がい福祉に関する法律も変わり、「障がい者自立支援法」

という法律の下で障がい福祉サービス事業所として運営

しています。 

毎日パンの製造・販売を行ったり、菊の苗付け作業に取り

組んだり、手編みの座布団作りなどの作業を行っています。 

また高山市図書館の外回り清掃や、生協ステーションにも

取り組んでいます。 

また 3年前には「親亡き後、自分の子どもが生きていくの

に十分な収入が得られる作業所を造りたい、建物、設備は

自分たちで用意するから、運営をさんしょの会に任せたい」

と言うご家族の願いに協力し、ゆめ匠パン工房をオープン

しました。 

当初は 5人の仲間と、2人の職員でのスタートでした。現

在は利用や 21 人、職員も 8 人に増えました。しかし利用

者が増えるにつれて建物も手狭になり、これ以上重度の障

がいのある方の利用を受け入れる事が難しい状況になり

ました。 

しかし、きららハウスの利用を希望して下さる方に対して、

「これ以上は利用できません」と断る事はしたくなかった

のです。 

そんな折、特別支援学校の PTAの主催で参加した事業所説

明会で「一緒に新しい作業所を造りましょう」と呼びかけ

る事が出来たのです。 

すると数組の御家族と、進路指導の先生などが「作業所を

造ろう」と立ち上がってくれたのです。こうして「第 2

きらら」設立委員会が立ち上がりました。 

最初は何から手をつけたらよいのかも分からない状態か

らの手探り状態でのスタートでしたが、様々な場面で、作

業所を造りたいという熱い思いを語り、スーパーマーケッ

トの前等で募金活動を行なったりする中で、様々な人たち

から、いろんな形でのご支援、ご協力が得られ、この春、

3 月 15 日に花岡町に「第 2 きらら」を開所する事が出来

ました。 

第 2 きららでは、12：15～13：30 位までは、きららハウ

スで作ったパンの店頭販売、また、手編み座布団やビーズ

細工などは常時販売致しております。最寄りの際にはぜひ

立ち寄って頂けたら嬉しいです。 

これからも仲間一人一人の思いを大切にしながら、地域の

皆さんと繋がっていけたらと願っています。ありがとうご

ざいました。 

利用者の保護者 熊﨑 元康 会員 
私の息子が高校 2年生の夏の時です。学校卒業後の進路に

ついて説明がありましたが、その時初めて高山に生活介護

施設が不足している事を知りました。保護者としては子供

が毎日元気に楽しく生活を送ってくれることを望んでい

ましたから非常にショックを受けました。数名の保護者と

話し合いを持ち、自分たちの理想とする施設を立ち上げよ

うと考えましたが、色々な多くの問題に直面した時に相談

に応じてくれたのが NPO法人「さんしょの会」でした。 

元々、私たちと同じ悩みを持つ保護者の方が立ち上げ・運

営している会なので、非常に共感出来る事が多くあり「第

2きらら」設立に向けて協力をお願いしたところ、快く承

諾して頂き指導を受けながら今年の 3 月 15 日に花岡町 3

丁目に「第 2きらら」を開所する事が出来ました。 

障がいのある子供の保護者は常に自分たち亡き後の事を

考えています。現状では家族にお願いするしか選択肢がな

いほど施設が不足しています。もしできる事でしたら、ロ

ータリーとして何か出来る事がないか考えて頂けたら本

当に幸いです。理想も大事ですが現実には資金が必要です。

もしよろしければ施設で作った商品を購入して頂けると

助かります。 

利用者Ａさん 
私はきららハウスに 22 歳から約 8 年間通っています。以

前はうりす苑に通っていました。私は音楽活動をしていて

縁あって道添さんと知り合う事が出来ました。きららハウ

スはとても雰囲気が明るく、自分もきららハウスで仕事が

したいと思いました。今は、給料をかせいで達成感があり

ます。またバザーなどみんなと一緒に行う事で自分も進歩

できていると思います。今ではボーナスもあります。本当

にきららハウスに入れて嬉しかったです。又ケアホームに

将来住めたら良いなと思います。ありがとうございました。 

利用者Ｂさん 
市長さんにお願いがあります。医療費の一割負担の件は今

後とも宜しくお願いします。私からは以上です。 

＜6月のお祝い＞ 
＜会員誕生日＞ 

田中 雅昭   Ｓ３２年 ６月２０日 

津田 久嗣   Ｓ３５年 ６月２５日 

＜夫人誕生日＞ 

高木 純    和代   ６月 ２日 

新宮 一郎   智子   ６月１７日 

黒地 重雄   千織   ６月１９日 

周 信夫    真奈美  ６月２５日 

 

 

＜結婚記念日＞ 

田中 雅昭   Ｓ５９年 ６月 ２日 

中田 一男   Ｓ４７年 ６月 ３日 

西倉 良介   Ｓ５５年 ６月 ８日 

黒地 重雄   Ｓ４９年 ６月２０日 

仲谷 政美   Ｓ４４年 ６月２６日 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

NPO 法人さんしょの会 道添様と利用者の皆様のご来訪
を歓迎致します。いよいよ今年度もラスト一ヶ月となりま
した。何事もなく終われます様皆様のご理解とご協力をお
願いします。 理事役員一同 
 

本日は、さんしょの会道添施設長様、職員の柴田様、利用
者の皆さんにはお忙しい中お越し頂き誠にありがとうご
ざいます。お世話になりますがよろしくお願い致します。
 谷口 欣也 

 
 
 
5/30濃飛グループ 8クラブゴルフコンペの島さんの優勝、
剱田さんの準優勝、幻のベスグロ賞、そして 15 位入賞の
私。皆さま、おめでとうございました。またよろしくお願
いします。 中田 一男 
 

余分に振り込みましたので返金をニコニコへ。内田 茂 
 

所用で遅刻そして早退。申し訳ありません。 
 永井 信次 冨士井忠男 


